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我々の先行調査では､看護師は就職後の3年間を通して高いストレス状況にある中で､ス

トレス対処能力も低下し､バーンアウトが進行していた｡3年以上にわたって職場に適応し

働き続けている看護師たちは､働く上での支えを見つけ､自分に適したストレス対処法を身

に着けてきたことが予測される｡彼らの適応の過程は､新人看護師のストレス対処能力を高

め､職場適応を促す研修プログラムの開発に寄与することが期待できる｡【目的】本研究の

目的は､新人看護師が就職してから経験したストレス体験やストレス緩和法を適して､職場

に適応していくまでの過程を明らかにすることである｡【方法】調査期間は平成25年6月か

ら平成26年3月である｡平成22年度に入職し､調査期間現在も同一施設で就業していた看

護師11名に対し､半構成的面接を行った｡データはテキストマイニングソフトWordMiner

forWindowsVer.1.1を用いてサブカテゴリーを作成したのち､質的統合法(KJ法)によっ

てカテゴリー化した｡【結果】各調査対象者の語りからは､6から10のカテゴリーを抽出し､

続いて全員の85のカテゴリーを統合し､質的統合法(EJ法)によって分析した｡結果､7

つのカテゴリー【新入者護師教育システム】【新人看護師にとってのストレッサー】【ストレ

ス対処方法】【看護師継続の原動力】【看護師としての今の自分】【配属部署の特徴と勤務体制】

【新入時代の生活環境】と18のサブカテゴリーが抽出された｡【結論】就職間もない時期は､

業務の前提となる学習課題や質問しにくい職場風土､報連相の雉しさ､リアリティショック､

早期からの夜勤の開始などがストレッサーであり､生理的欲求の充足と人的資源の活用がス

トレス対処法であった｡そして､患者の回復や､先輩･同期の支援､モデルとなる先輩の姿､

看護への愛着､過去の失敗経験などを支えとして看護師を続けていた｡職場に適応した看護

師は､役割を得て拡大する視野や対人関係の改善､仕事上のストレスの質の変化を自覚し､

看護師としての成長を実感していた｡看護師の職場適応を促すためには､人的環境の整備や､

ストレス解消法を見つける支援だけでなく､自らの成長を実感することへの支援が必要であ

る｡

キーワード:新人看護師,職場環境､適応,ストレス対処､職業継続､語り

Ⅰ.緒言

近年わが国では､人口の高齢化に伴い疾患構造は複雑化し､高度な医療技術と質の高い看護へ

のニードが高まっている｡これに伴い看護師の仕事もますます複雑化･多様化し､労働条件の厳
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しさ､人員不足は一向に改善されない状況が続いている｡看護師の仕事はさまざまなストレス因

子を内包しており､なかでも慢性的な対人ストレスに由来するバーンアウトが問題視されるよう

になって久しい1)｡ストレスとバーンアウトについての研究や対策が急務であるとされ多くの報

告2)~4)がされながらも､依然､現状改善は難しい状況にある｡新入者護師においては､就職後3ケ

月前後にストレス緩和を促す集合研修を取り入れている施設は多いが､職場での適応障害が明ら

かになってから個々の看護師への対応が始まる傾向にある｡このことは､従来のストレス要因を

取り除く方向(労働条件､環境の改善等)で進められてきた方策だけではなく､看護師個人のス

トレス対処能力の向上を中心とした新たな策を講じることの必要性を示唆している｡ストレスは､

受け手のストレス対処能力(以後SOC:Sense ofCoherenceとする)の適切さに依ってその大

きさは異なる｡SOCは①把捉可能感､②処理可能感､③有意味感の三要素から構成されており､

若年層では与えられたストレスによってSOCの能力は高まるとされる5)｡新人看護師が様々な経

験を積みながら一人前になって行く過程は､ストレスの連続でもある｡

そこで我々は､平成22年皮から近畿圏の新人看護師にSOC､バーンアウトと職業ストレスの

縦断調査(採用時､3ケ月後､6ケ月後､12ケ月後､24ケ月後)を行った｡その結果､就職後の

看護師は3年間を通して高いストレス状況にある中でストレス対処能力も低下し､バーンアウト

が進行していくことが明らかとなった｡そして職場適応を促し早期離職を予防するためには､本

人の看護職への志向を支え､適性にあわせた柔軟な配属や指導の必要性が示唆された｡このこと

から､看護師として職場に適応し働き競けている看護師たちは､自ら看護師として働く上での支

えを見つけ､自分に適したストレス対処法を身に着けてきたことが予測される｡そこで､看護師

が職場に適応するまでの過程で実際にどのようなストレス体験をし､どのようにストレス緩和を

行ってきたのか､どのようなことが看護師を続けていく上での支えになったのかを明らかにする

ために､就職後5年冒の看護師に対してインタビューを行った｡その結果は､新人看護師のスト

レス対処能力を高め､職場適応を促す研修プログラムの開発に寄与することが期待できると考え

る｡

本研究の目的は､新人看護師が就職してから経験したストレス体験やストレス媛和法を通して､

職場に適応していくまでの過程を明らかにすることである｡

Ⅰ.方法

1.研究デザイン

本研究は､半構造的面接法による質的研究デザインである｡

2.調査期間

研究期間は､平成25年6月から平成26年3月である｡

3.対象者

平成22年度の新人看護師のうち､調査期間現在も同一施設で看護師として就業している者で

ある｡

(1)対象者の選択

平成22年度から平成24年度にかけて実施した｢新人看護師のバーンアウト､職業性ストレス､
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SOCの縦断的調査｣の対象で､現在も同一施設において就業している看護師である｡

(2)対象者のリクルート方法

調査対象者に対して､所属施設の看護管理者を介して調査依頼文書を配布し､本人から連絡先

を返信用封筒に入れて返送していただいた｡その後､研究者から本人へ連絡し具体的な調整を行っ

た｡

4.調査内容(インタビューガイド)

･一般属性:性別､年齢､学歴､看護教育背景､結婚の有無､住居形態
など

･学生時代のストレス凌和方法

･就職後3ケ月までの間にどのようなストレス体験をしたか

･どのようにストレス凄和を行ってきたのか

･看護師を続けていく上で支えとなったものはなにか

5.倫理的配慮

(1)調査対象者に理解を求め同意を得る方法

調査対象者には研究目的､研究概要及び倫理的配慮を文書で説明し､同意を得た｡研究概要に

は､調査協力は個人の自由意思であること､不参加によって不利益を被らないこと､インタビュー

データは匿名化され個人が特定できない状態で分析されること､途中離脱が可能であること､結

果の公表にあたっても個人が特定されないことなどを明記した｡

(2)インタビュー実施における配慮

インタビューは30分程度とし､プライバシーを保護できる落ち着いた環境で調査対象者への

協力負担を最小限にするよう心がけた｡

(3)個人情報の保護方法及びデータの保存と破棄

データは本研究に参加している研究者のみで取り扱い､本研究によって得られたデータは匿名

化され個人の特定ができ､ない状態にして分析を行った｡なお､本研究は研究代表者の所属する大

学の倫理委員会の承認を得て実施した｡

6.分析方法

インタビューしたデータは逐語録化して電子化し､テキストマイニングソフトWord Miner

for Windows Ver.1.1を用いて個々の対象別にカテゴリーを作成した｡その後､個々の対象者の

語りによるカテゴリーを統合し､これをコードとして質的統合法(町法)によってカテゴリー

化した｡データの分析においては､質的競合法(KJ法)を実施する研究者によるスーパーバイ

ズを受けた｡

Ⅱ.結果

1.対象の属性

調査協力の承諾を得られた12名に対しインタビューを行った｡このうち1名は､当該施設に就

職する以前に准看護師としての臨床経験があったため分析対象から除外し､11名を分析対象と

した｡分析対象となった11名の属性は表1の通りである｡対象者の年齢は､25歳から27歳(平
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均25.8歳)､女性9名､男性2名であった｡新人で就職当時から現在まで､全員未婚であった｡看

護師養成校は､4年制大学が2名､3年過程専門学校が9名であった｡就職当時､家族と同居して

いたのは6名､1人暮らしだったのは5名であった｡就職当時の通勤所要時間は5分から60分で､

1人暮らしだった対象者の通勤時間の平均が10分であったのに対し､家族と同居していた対象者

は通勤時間の平均が31.6分であった｡対象者が所属する施設は近畿地区の3施設であり､いずれ

も地域の中核となる500床以上の規模の病院であった｡配属部署は全員が急性期病棟であり､2

交替または3交替勤務の夜勤を行っていた｡

表1対象者の属性

年齢 性別 看護師轟成校 採用資格 最終学歴 婚姻 同居家族 通勤時問

A氏 26 女性 4年制大学 看護師 大学卒 未婚 なし 10分

B氏 25 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 あり 30分

⊂氏 25 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 あリ 40分

D氏 27 男性 4年制大学 看護師 大学卒 未婚 なし 5分

巨氏 27 男性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 なし 10分

F氏 25 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 あリ 60分

G氏 27 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 なし 10分

H氏 26 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 あリ 20分

】氏 25 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 なし 15分

｣氏 25 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 あリ 20分

K氏 26 女性 3年過程専門学校 看護師 専門学校卒 未婚 あリ 20分

2.テキストデータの分析

テキストデータの分析にはテキストマイニングソフトを用いた｡テキストマイニングとは文章

を単語やフレーズに分割し､それぞれの単語の出現頻度や単語間の関係を解析することにより､

カテゴリー化することができる手法である｡今回は､テキストマイニングソフトWord Miner

forWindowsVer.1.1を用いて､インタビューデータからカテゴリー作成を行った｡

分析においては語りの内容が失われないよう､まずインタビューデータを1フレーズにひとつ

のテーマとなるようにコード化した｡フレーズに含まれる言葉の意味からカテゴリー化できるよ

う質的変数への変換を行った｡そして､個々の対象別にカテゴリーを作成し､カテゴリーには含

まれるフレーズの内容を表す名称を付けた｡各調査対象者の語りからは､6から10のカテゴリー

を抽出した｡個々の対象者の語りによるカテゴリーを時系列にした一覧を章末(表2)に示す｡

次に､調査対象者全員の85のカテゴリーを統合し､これらをコードとして質的統合法(EJ法)

によって分析した結果､7つのカテゴリーと18のサブカテゴリーを抽出した(表3)｡以下､カ

テゴリーを【】､サブカテゴリーを< >､統合データの分析に用いた全員のカテゴリーを『』､

実際の個々の語りのデータは｢｣で示す｡

1)【新入者護師教育システム】

【新入者護師教育システム】は､2つのサブカテゴリーから構成された｡

このサブカテゴリーには､『部署の教育体制』や『チューターによる継続的な新人教育』といっ

た <システム化された新人教育>と､『先輩の指導と寄り添いの安心感』や､『何でも開ける職

場風土』『サボーティブな恵まれた環境』といった<全体で育てる新人教育体制>が含まれた｡
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表2 個々の対象者の語りによるカテゴリーの一覧

A氏 何もしな まずは休 何でもか 年を経る 強い相手 今は先

いという みたいと んでも話 ことで何 との関係 の予測が

ストレス

解消法

いう思い すのでは

なく考え

て話すこ

と

でも聞く

ことがで
き､した

い看護も

明確にな

る

改善方法 できる

が､上に

立つ怖さ

の実感

B氏 先輩の指 新人時代 循環器疾 患者の国 日々の学 仕事の要 3年目で 新人の頃

導と寄リ の生活環 患の病態 復や同期 習や先輩 領の把握 1⊂∪に異 も今も新

添いの安 境 の理解の の共感､ をモデル による視 動 しいこと

心感 困難さ 先輩の支

援によl｣

看護師を

継続

に成長を

実感

野の拡大 はストレ

スだが､
溜め込ま

ない

⊂氏 新人時代 新人時代 辛さを稽 失 敗 を 2交替勤 2交替勤 経験をつ 指導体制 新しい課

の配属部 の生羞環 談する先 し､落ち 務の長時 務 で は み課題を の改善と 選は自ら

署の特徴 境 輩の欠如 込んだ次 間勤務の ゆっくリ 棄り越え 自身の成 先輩に支

と看護職 の出勤の 辛さ 休暇でき られる感 長によリ 援を求め

の家族に

よる支援

学さ る 覚を獲得 先輩の態

度の受止

め方が変

化

る

D氏 新人時代 睡眠時問 寝ること サ ボ
ー

プリセプ 休みのと 最初の就 師長交替 4年を経 5年を経

の配属部 の確保 によるス ティブな ターとの きの友人 職の失敗 による職 て意見を て新たな

署の特徴 トレス発 悪まれた 良好な関 との付き 経験が看 場風土の 言える自 進路を考

教 環境 係 合い方 護師継続

の支え

好転 分がいる える

E氏 3年課程 バ ッ ク 新人時代 何でも聞 支えてく 黙々とが 主体的に

の看護師 アップが の生活環 ける職場 れる友人 んばり続 学び続け

養成校 あっての

国家試験

合格

境 風土 と趣味 けて成長

した自分

ることで

責務を果

たす

F氏 全体で育 新人の業 ストレス 寝ること 交替勤務 看護への 時を経て 先輩の言

てる教育 務の前提 軽減につ 食べるこ の体制 愛着が継 ストレス 勤によっ

体制と新 となる学 ながるサ とがスト 続の支え の質の変 て変化し

人の学習

課題

習課題 ポート環

境

レス発散

方法

化を自覚 た自身の

行動

G氏 システム 新人時代 チ ュ

ー
ストレス 看護師志 経験によ 時を経て 経験を経

化された の生活環 タ一によ の発散に 望動機は る効率的 分からな て叱られ

新人教育 境 る継続的 よって好 父の看取 な方法の いことを たときの

な指導 きな看護

師を継続

リの経験 獲得 聞けるよ

うになっ

た

受け止め

方が変化

H氏 新人時代 学習課題 プリセプ プリセプ 辛いこと 後輩の教 チームの

の配属那 と業務を ターとの ターや同 も患者の 育によリ 呂標達成

署の特徴 覚える新 良好な関 期の支え 回復を支 自身の視 のために

人の負担 係 で成長を

実感

えに乗リ

越える

野が拡大 前向きに

がんばる

】氏 新人時代 部署の新 新人時代 質問しに 役割を得 時を経て 時を経て

の配属部 人数育休 の生活環 くい職場 てチーム ストレス 看護の創

署の特徴 制 境 風土 への帰属
感を持つ

の質の変
化の自覚

造性を実

感

｣氏 イメージ 就職早期 自主∫性に 辛い時期 尊敬する 時を経て 5年を経

した看護 からの夜 任された の先輩同 先輩をモ 獲得した た看護師

師像と実

際との違

い

勤の開始 学習 期の支え デルに辛

さに耐え

る

自己成長

につなが

る体験の

意味づけ

としての

自己像

K氏 部署の新 負担にな 睡眠に対 報告連結 新人時代 先輩や同 まだ持て

人教育体 らない程 する欲求 相談の夕 の勉強不 期､患者 ないリー

制 度の通勤 のよる朝 イミング 足を感じ の支えで ダーとし

時間 の辛さ の難しさ る 看護師を

継続

ての自信
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表3 新人看護師が職場適応する過程における体験

カテゴリー サブカテゴリー コード(個々の対象者の語りによるカテゴリー)の例

【新人看護師教育システム】<システム化された新人教育> 陀β署の教育体制』

『チューターによる継続的な新人教育』

<全体で育てる新人教育体制> 『先輩の指導と寄り添いの安心感』

『何でも聞ける職場風土』

『サボーティブな恵まれた環境』

【新人看護師にとっての <業務の前提となる学習課題> 『業務遂行のために言果せられる課題』

ストレッサー】 『学習と業務を覚えることの両立の負担』

『対象となる疾患の病態の理解の困難さ』

<質問しにくい職場風土> 『分からないことを先輩に聞きにくい』

『辛さを相談する先輩の欠如』

<報達相の難しさ> 『報告連絡相談のタイミングが分からない』

<リアリティショック> 『イメージした看護師像と実際の看護業務との違い』

<早期からの夜勤の開始> 『他の部署と比べて早い時期に夜勤勤務が開始された』

【ストレス対処方法】 <生理的欲求の充足> 『寝ること』『食べること』『何もしないで休息をとる』

<人的資源の活用> 『趣味の活動をする』

『友人や同期の看護師､先輩看護師と話すこと』

【看護師継続の原動力】 <患者の回復> 『患者の回復する姿を通して感じるやりがい』

<先輩･同期の支援> 『先輩や同期の支えによって看護師を続けられた』

<モデルとなる先輩> 『尊敬する先輩の姿を目標に辛さに耐える』

<看護への愛着> 『父の看取りの経験からもった強い看護師への志望』

『看護師の仕事が好き』

<過去の失敗経験> 『(看護師を目指す前の)最初の就職の失敗経験』

【看護師としての今の自分】<役割を得て拡大する視野 『後輩の教育やチームのリーダーとしての仕事を与え

られる中で感じる視野の拡大』

<看護師として成長した実感> 『効率的な仕事』『先の予測ができるようになった』

『自分の成長につながる体験を意味づけする』

『経験を積み新たな課題を乗り越えられるという自信

の獲得』

<対人関係の改善> 『役割を得てチームヘの帰属感を持った』

『経験を経て自分の意見を言えるようになった』

<仕事上のストレスの質の変化の自覚> 『仕事上のストレスの質の変化の自覚』

【配属部署の特徴と勤務

体制】

<配属那署の特徴と勤務体制> 『配属部署の特徴と勤務体制』

【新人時代の生活環境】 <新人時代の生活環境> 『新人時代の生活環境』

2)【新人看護師にとってのストレッサー】

【新人看護師にとってのストレッサー】は5つのサブカテゴリーから構成された｡

サブカテゴリーには､｢化学療法とかる｢レポートのノOgをあらって勿めて威カ)せてるらう｣

といった『業務遂行のために課せられる課題』や､｢教えてるらったことば次の別こばばとめてノ

超必LをくてばいメナをいL､るう好か客βが冴Lい務節ぼかクガっカので､るう大変でLカ

‥･｡｣といった『学習と業務を覚えることの両立の負担』､『対象となる疾患の病態の理解の困難

さ』などからなる<業務の前掟となる学習課題>の負担が含まれた｡

そして､『分からないことを先輩に聞きにくい』ことや､『辛さを相談する先輩の欠如』といっ

た<質問しにくい職場風土>が含まれた｡

また､｢忍､ちょっと人とずれているのか､#遵府のタイミングがいつるフ欝いと言われていて

･･･ちょっと蔀告が遅かったク､･‥草炭蔀苦みカいにをってLまって･‥｣といった『報告連絡

相談のタイミングが分からない』ことによる<報連相の難しさ>が含まれた｡

そして､｢者j夢紆の仕事ばイメージニ遊クだったんですけと＼でる､るっと辟ノ野にゆとクがある
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イメージがあクまLた｡｣といった､学生時代に『イメージした看護師像と実際の看護業務との

違い』からくる<リアリティショック>が含まれた｡

更に､｢炭労にスるのが凝滞孝かったので‥･｡カぶん忍の癖靡が政財にスるのが一番早かっ

カので｢きつかったノ｡｣といった『他の部署と比べて早い時期に夜勤勤務が開始された』ことに

対する負担感の<早期からの夜勤の開始>が含まれた｡

3)【ストレス対処方法】

【ストレス対処方法】は2つのサブカテゴリーから構成された｡

このサブカテゴリーには､『寝ること』や『食べること』などの生理的欲求を満たすことによ

るストレス発散や､『何もしないで休息をとる』といった<生理的欲求の充足>と､『趣味の活動

をする』ことや『友人や同期の看護師､先輩看護師と話すこと』といった<人的資源の活用>が

含まれた｡

4)【看護師継続の原動力】

【看護師継続の原動力】は､5つのサブカテゴリーから構成された｡

このカテゴリーにはこれまでの看護師としての自分の支えとなった出来事として､『患者の回

復する姿を通して感じるやりがい』といった<患者の回復>や､『先輩や同期の支えによって看

護師を続けられた』という<先輩･同期の支援>､『尊敬する先輩の姿を目標に辛さに耐える』

といった<モデルとなる先輩>の存在が含まれた｡また､『父の看取りの経験からもった強い看

護師への志望』や､『看護師の仕事が好き』といった<看護への愛着>のほか､『(看護師を目指

す前の)最初の就職の失敗経験』が看護師を続ける力になったという<過去の失敗経験>などが

含まれた｡

5)【看護師としての今の自分】

【看護師としての今の自分】は4つのサブカテゴリーから構成された｡

このカテゴリーには､就職して4～5年たった今の自分についてどのようにとらえているかが

含まれていた｡まず､｢プリセプターにをっカことで八に教えることを学んガク､プリセプティ

を守るために周クのことを着えたク■･･｣といった語りから､看護師としての経験を積み『後輩

の教育やチームのリーダーとしての仕事を与えられる中で感じる視野の拡大』からなる<役割を

得て拡大する視野>があった｡次に､｢｢今でばノ ばCめてやることであうまいこと効率彫にとい

うか､ボイン声を押さえてこをせる｢ようにをったノ｣､｢にれまでの産験でるノ何とカゝをるとい

うのば分かったので､やったことのをいことでる教えてるらいをがら､何とカゝ乗ク超えられると

いうのぼ分かったので･‥｣という語りからは､経験により『効率的な仕事』や『先の予測がで

きるようになった』ことが含まれた｡そして､｢身分の成長につをがる体験を意味づけする｣や｢似

静ばノ叱られるとβ分が査定されているように感じカけと＼今ばその原題だけをちゃんとフォー

カスできるようにをっカので否定されている感CばLをい｣などの語りからなる､『自分の成長

につながる体験を意味づけする』があった｡更に､『経験を積み新たな課題を乗り越えられると

いう自信の獲得』などを通して得た<看護師として成長した実感>があった｡また､｢チームの

サブリーダーをやって､ノ好クの倉夢あ局えるようにをってチームを感じるようにをっカ｣ことに

よる『役割を得てチームへの帰属感を持った』ことや､『経験を経て自分の意見を言えるようになっ
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た』ことなどによる<対人関係の改善>が含まれた｡更に､｢下の子あ着えをがら､鬼皆の農屠

る.好クスれをいといけをい｣といった語りから､リーダーや教育担当者としての役割を通して獲

得した<仕事上のストレスの質の変化の自覚>が含まれた｡

6)【配属部署の特徴と勤務体制】

【配属部署の特徴と勤務体制】には､配属された部署の診療科や患者構成による病棟業務や､

交替勤務や看護提供方式など勤務体制の特徴が含まれていた｡

7)【新入時代の生活環境】

【新入時代の生活環境】では､通勤や同居家族の状況が含まれていた｡今回の調査対象者は｢J

人者らLにば学生辟作カゝら断乙ていた｣｢感激辟膠ば長かっカが家慶と何層Lていて家事の負担

ばをく助かっカ｣など､日常生活の仕事への影響は語られていなかった｡

Ⅳ.考察

今回､看護師養成校を卒業後､最初に就職した病院で看護師としての勤務を継続している看護

師を対象に､新入者護師時代のストレス体験やストレス解消法についてインタビューを行った｡

語りの内容をフレーズごとに分けて分析した結果を､就職後の時間を追って考察する｡

1.新人看護師の受け入れ態勢

新人看護師に対する卒後教育は､看護部主催の集合研修によって行われるofEthejobtraining

(off-JT)と配属部署で行われるonthejobtraining(OJT)が組み合わされた<システム化され

た新人教育>であったことが､いずれの対象者からも語られていた｡調査対象者が所属する施設

はいずれも地域の中核となる500床以上の規模の病院であり､新人看護師教育体制が整えられて

いたといえる｡また､職場の教育環境が<全体で育てる新人教育体制>であったことから､新人

を受け入れ教育する先輩看護師側が､新人の成長を待つ支援的な姿勢が整いつつあることが分か

る｡しかし､日本看護協会の調査によると組織的な新人看護職員研修実施の現状は､大規模施設

ほど整っており､中小規模の施設では不十分であることが報告されている｡今後は､中小規模の

施設における新人看護職員研修の充実が求められている6)｡

2.新人看護師時代のストレス体験

新人看護師時代のストレス体験の語りからは､まず､<業務の前提となる学習課題>の負担が

あげられた｡これは山口らが､新人看護師の離職につながる要因として一人前に動けるまでの段

階の多さの一つに､仕事のための勉強があると報告している7)ことと一致する｡看護師国家試験

に合格し看護師免許を取得したからといって､臨床の看護業務を実践するための十分な知識や技

術があるわけではない｡たとえどんなに新人教育体制が整っていても､また職場のサポートがあっ

たとしても､新入者護師自らの努力によって､足りない知識や技術を身に着けることが必要とさ

れ､そのボリュームは決して小さくないため学習が追いつかないと感じているといえる｡

しかも､職場の先輩との人間関係がうまく作れない者にとっては､分からないことを先輩に聞

きづらいと感じており､<質問しにくい職場風土>がストレッサーとなっていた｡新入者護師に
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とって､先輩看護断との人間関係がストレスであるとする報告は多い8ト12)｡組織的な新入者護師

教育体制が整いつつあるなかでも､職場で直接新入者護師の指導に当たる先輩看護師と良い関係

を築くことができるか否かによって､先輩の存在は新人看護師の支えにもストレス要因にもなり

うる｡その点では､新入者護師と先輩とのマッチングを考慮するだけでなく､指導に当たってい

る先輩看護師が担当する新人看護師をどのように受止めているか､そして先輩看護師への支援の

必要性を見極めることも必要であろう｡

次に､臨床において看護チームの一員として仕事をする上では､適切なコミュニケーションが

不可欠であるが､新人看護師にとっては<報道相の難しさ>がストレッサーとなっていた｡忙し

そうに働く上司や先輩に声をかけるタイミングを計ることの雉しさだけでなく､報告すべき内容

の重要性や緊急性といった優先順位が分からないことも一因となっているといえる｡報告のため

に上司や先輩の業務を中断させることと､報告しようとしている内容の重要性や緊急性から､ど

ちらを優先すべきか判断に迷えば､報告連絡相談は一層困難さを増すであろう｡これには､職場

に質問しやすい風土があるかどうかも影響する｡新人看護師が上司や先輩看護師に声をかけやす

い環境を作るだけでなく､日々の業務を通じて看護業務の上で重要なことや報告の優先度の高い

ことを確認していくことが必要である｡

そして､多くの先行研究でも述べられているように､今回の調査でも<リアリティショック>

が新入者護師のストレッサーとして語られていた13ト17)｡対象者の語りからは､自分自身の未熟さ

によるリアリティショックだけでなく､看護師の仕事量に対する戸惑いが見て取れる｡看護学生

時代の臨地実習において看護師が働く様子は巨=こしているものの､臨地実習で1名の患者を受け

持って体験するケアと､複数の患者を受け持ってケアする実際の看護業務とでは仕事の質も畳も

大きく異なる｡新人看護師の看護業務範囲は､少しずつ段階的に進められているとはいえ､常に

リアリティショックに晒されていることを念頭に置くことが必要であろう｡

これまでに述べた心理的な負担だけでなく､早い時期に開始された夜勤による身体的な負担も

ストレッサーとして語られていた｡新入者護師にとって夜勤は仕事のイメージや生活との調整な

ど未知の事柄が多く､同期の仲間より早く夜勤が開始される場合にはストレスも大きくなると考

えられる｡配属された部署の特性によって夜勤を開始される時期も異なるが､夜勤を開始するま

でには業務の内容や日常生活とのバランスのとり方に関する情報を提供して､ある程度イメージ

できるようにすることが有用であろう｡

3.ストレス対処法と支えとなるもの

今回の対象者らの語りからは､同居家族の有無や通勤の時間などの生活環境は､新人看護師時

代のストレッサーとしては語られなかった｡これは､個々が社会人としての生活を始める上で､

学生時代からの生活を前提にしてストレスの少ない生活環境を自ら選んでおり､それに満足して

いたことによる｡就職前に生活の場を整えることは､準備段階として必要な対策であろう｡

就職後間もない頃のストレスの解消法は様々であったが､対人関係による解消法と個人的な解

消法があった｡対人関係による解消法には､友人や同期の看護師､先輩看護師と｢厨すこと｣が

あげられていた｡同期の仲間や先輩との良好な人間関係は新人看護師にとっては､ストレス解消

だけでなく､支えとしても重要であることが指摘されている18)｡また､個人的な解消法には､｢屠

ること｣や｢食べること｣といった生理的欲求を満たすこと､｢膚床の励をする｣ことのほか､

｢灯るLをいで依畠をとる｣という方法もあった｡｢灯るLをい｣のは､返せば『なにもできない
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ほど疲労している』ともいえる｡余暇の活用や人とのつながりにおいて能動的にストレスを解消

することだけでなく､日常生活を整え生理的欲求を満たすことができるよう支援することが求め

られる｡ストレス解消は､特別な『何か』をすることによって行うことばかりではない｡

こうしたストレスの高い時期を､新入者護師は先輩や同期の支えや､尊敬する先輩の姿を身近

なモデルとして看護師を続けていた｡また､自分がケアを行った患者が回復する姿を見て､看護

師としてのやりがいを感じていた｡質の高いケアができた時の患者の感謝と先輩の評価が看護師

の満足と結びつくと報告されている19)ように､実践した看護の手応えは何物にも代えがたい心

理的な報酬となるであろう｡そして､個人の経験に基づく看護師への強い志望(これにはポジティ

ブな経験も､ネガティブな経験も含まれるが)や､看護師という職業に対する愛着は､看護師を

続ける力になっていた｡個々の新人の持つ看護師への志望を強みとして､それを支える人的資源

や仕事のやりがいに自らが気付くことが､看護師として適応していく上での助けになると考える｡

そして､就職して4～5年たった今の自分に対しては､看護師としての経験を積み､新しい役

割を得たことで視野が拡大していた｡また､これまでの成功経験に基づいて､今後も直面する新

たな課題を乗り越えていけるだろうという自信を抱いていた｡そして､自分の成長につながる体

験を意味づけすることや､注意された事の建設的な受止め方を獲得することで､看護師としての

成長を実感していた｡これらは､経験によって自分に合ったストレス対処法を身に着けるだけで

なく､成功体験の積み重ねからストレスに対処する力､つまり自己一貫感覚を高めていることに

他ならないのではないだろうか｡

また､自分の意見を言えるようになったことやチームの役割を得たことによりチームヘの帰属

感を持ち､対人関係が改善していた｡更に､現在のストレスがリーダーや教育担当者に必要とさ

れる能力や責任などであるように､仕事上のストレスの質の変化からも成長を感じている様子が

何われた｡

以上より､新人看護師時代を乗り越えた看護師は､身近な先輩の看護をモデルとしつつ､実践

した看護に対する患者からの反応により自らの成長を実感しながら､看護師として適応していく

姿が明らかとなった｡看護師の職場適応を促すためには､新人看護師を受け入れる人的環境の整

備や､新人看護師自身が自覚するストレスを自分ならではの方法で解消する方法を見つけ出す支

援をするだけでなく､自らの成長を実感することへの支援が必要である｡そのためには､成長の

過程で経験するストレス体験に対して､患者からのフィードバックに加えて､その経験に意味や

価値があることとして捉えることができるような支援が必要である｡

Ⅴ.結論

本研究の結果､新入者護師は以下の過程を経て職場に適応していくことが明らかとなった｡

就職間もない時期の新入者護師にとっては､業務の前提となる学習課題や質問しにくい職場風

土､報連相の乾しさ､リアリティショック､早期からの夜勤の開始などがストレッサーとなって

おり､この時期のストレス対処法は､生理的欲求の充足と同期の仲間や先輩などの人的資源の活

用であった｡そして､患者の回復や､先輩･同期の支援､モデルとなる先輩の姿､看護への愛着､

過去の失敗経験などを支えとして看護師を続けていた｡職場に適応した看護師は､役割を得て拡

大する視野や対人関係の改善､仕事上のストレスの質の変化を自覚し､看護師としての成長を実

感していた｡
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以上より､看護師の職場適応を促すためには､新入者護師を受け入れる人的環境の整備や､新

入者護師自身が自覚するストレスを自分ならではの方法で解消する方法を見つけ出す支援をする

だけでなく､自らの成長を実感することへの支援が必要である｡

Ⅵ.本研究の限界

本研究では､11事例を分析するにとどまった｡本研究の対象者はいずれも､主体的に調査へ

の協力を名乗り出てくれた看護師たちである｡自らの経験を語ろうとする時点でもともと前向き

な物の考え方を持つグループであることは否定できず､今回調査に協力を得られなかった看護師

たちとは､ストレス対処能力が異なることも考えられる｡その点では､ストレス体験やストレス

対処法を十分に一般化するまでには至らなかったことが限界である｡

今後､グループインタビューなどで調査対象を広げ､より一般化した結果が得られるよう検討

を加える必要があると考える｡
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Nurses'AdaptationtoWorkEnvironment:

Interviewsafter5years

FumikoNakqjimaり,ChiharuAkazawa2),MegumiKondo2)andCarlBecker3)
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Abstract

Ourpreviousresearch(Nak頑maetalリ2016)showedthatburnoutincreasedasstresscopingdecreasedduring

nurses'firstthl･eeyearSinhighstressenvironments･Weinferredthatnurseswhokeptworkinglnhighstress

environmentsformorethanthreeyearswouldexhibitadaptationski11sthatcouldbetaughtineducationalprograms

fornewnurses.[Purpose]Toclarifynurses.acquisitionofadaptationski11sbyaskinghowtheyrespondedto

StreSSfulsituationsearlyintheircareer.[Method]Weconductedsemi-StruCturedinterviewswithllnurseswith

morethanthreeyearsTcontinuousexperience.Weextractedsubcategoriesn.omtheirdiscoursesuslngWordMiner

forWindowsl.1,andabstractedsu句ectivecategoriesusingtheK-Jmethod･[Results]Fromthellnurses-85

Subcategories,Wedistilled18commonsubcategorieswith70VerWeenlngCategOries,Viz･=Education,Stressors,

StressCopingMechanisms,Motivation,SelトImage,PresentJobCharacteristics,andInitialWorkEnvironment･

[Conclusions]Nurses'initialcopingmechanismsinresponsetotherealityshockofanewworkenvironlnentin

Whichitwashardtoraisequestions,andthestressesofreportlngandnightshifts,Weremaintenanceofphysical

healthandsocialsupport･ObservlngPatients-recovery,admiratior10fandsupportn･OmSeniornurses,loveoftheir

job,andlearnlngfrompastfailureshelpedthemtocontinue･Well-adaptednurseswereconsciousoftheirown

PerSOnalgrowth,broadeningtheirperspectivesonhtlmanrelationsandadjustlngtOChangingjobstresses･Tb

promotejobretentionandadaptationamongnurses,Weneednotonlytoimproveworkingenvironmentsandstress

COplngmeChanisms,butalsotosupportrlurSeS-senseofpersonalgrowth･

Keywords:nurSe,WOrkenvironment,adaptation,StreSSCOplng,jobretention,

narrativeanalysis
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